








要旨:最近増加している小児慢性疾患 carry over 児の現状と問題点について検討した。当

院での小児慢性疾患児は喘息、腎疾患にかわって神経・精神疾患が最も多く、特に最近 16

歳以上の carry over 化した高等部の生徒数が増加している。これらの児では診療面のみ

でなく、就学、進学、就職、結婚、出産でそれぞれ疾患別に問題が生じていることが明ら

かにった。


